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○

地方創生と人口減少対策

岩手県では国の支援制度の対象とならない市町村における広域連携の取り組みを支援するため、地域経営推
進費の中に広域連携事業分を創設（公募制）。
※県南広域振興圏（花巻・遠野）、県北、沿岸地域を想定。

○観光施設周辺環境整備事業 6,044千円
両市の観光施設周辺の支障木の処理と資源化の推進

○児童・生徒パラスポーツ体験交流事業 606千円
両市の児童を対象とした専門指導による視覚障がい体験やパラスポーツ教室を実施

○オンライン移住等プロモーションイベント開催事業 1,500千円
首都圏の移住希望者を対象とした両市合同によるインターネットラジオを活用した情報発信のほか移住

ツアーを開催
○花巻・遠野誘客促進事業 3,298千円
両市をつなぐ特別列車をキーとしたPR動画を作成し、プロモーションに活用

花巻・遠野広域連携事業費

担当課長

事業手法の詳細１

１ 観光施設周辺環境整備事業 6,044千円
まなびキャンパスカード対象施設等周辺の環境整備（松くい虫被害木等の支障木の伐採、被害防止の
樹幹注入等）を実施する。さらに、伐採後の支障木のうち資源化可能な木材について、2次利用の拡大
を推進する。
両市が連携し、観光施設周辺の環境整備を行うことで、広域圏の交流人口の拡大を図る。また、事業
効果の早期発現と、伐採後の支障木の再エネルギー材としての資源化を推進する。

［経費内訳］委託料 6,044千円
【参考】・花巻市：6,044千円（内地域経営推進費：4,029千円）

・遠野市：5,335千円（内地域経営推進費：3,545千円）

２ 児童・生徒パラスポーツ体験交流事業 606千円
両市の児童を対象として、専門指導による視覚障がい体験やパラスポーツ（パラ陸上・ブラインドサッ
カー）教室を通じて、両市児童の交流とパラスポーツへの理解を深める。

［会場］富士大学
［講師］県障がい者スポーツ協会、県立盛岡視覚支援学校、日本ブラインドサッカー協会、富士大学

［経費内訳］委託料 606千円（花巻市が委託、遠野市は花巻市へ負担金303千円支出）
【参考】・花巻市：606千円（内地域経営推進費：201千円 ※303千円×2/3）

・遠野市：380千円（内地域経営推進費：253千円）

３ オンライン移住等プロモーションイベント開催事業 1,500千円

（１）リモートによる移住定住の発信
首都圏をはじめとした移住希望者層をターゲットに、地域の特性や魅力等の認知度の向上を図り、
花巻・遠野に関心を持ってもらうため、インターネットラジオを活用したラジオ配信を複数回実施す

る
とともに、イベント広報誌を配布し、移住ツアーにつなげていく。

（２）移住ツアーの開催
移住希望者を対象に、実際に花巻・遠野を訪れてもらい、より定住に結びつけるよう移住ツアーを
開催する。

［経費内訳］負担金 1,500千円（遠野市が委託、花巻市は遠野市へ負担金1,500千円支出）
【参考】・花巻市：1,500千円（内地域経営推進費：999千円）

・遠野市：3,000千円（内地域経営推進費：999千円 ※1,500千円×2/3）

03100000 総合政策部 秘書政策 冨澤 秀和

意見・要望等の状況
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令和4年度

【事後評価】

会計 款

事業手法の詳細２

４ 花巻・遠野誘客促進事業 3,298千円
両市を繋ぐ特別列車をキーとして、ファミリー層の個人客の誘客に焦点をあてたＰＲ動画を作成する。

ＰＲ動画作成後には、動画が多く消費者の目に触れ効果的な情報発信となるようにweb広告等の広報媒体
等を活用したプロモーションを行う。

［経費内訳］委託料 3,298千円
【参考】・花巻市：3,298千円（内地域経営推進費：2,198千円）

・遠野市：3,298千円（内地域経営推進費：2,198千円）

５ 市境防災連携推進事業 0千円（△2,113千円）
花巻市大迫地区と遠野市達曽部地区の市境に位置し、両市民が混在している長崎集落において、長崎

地区住民及び旅行者等が災害時、土砂災害などによる道路寸断のため自市の避難所に避難できない場合、
花巻市側は下中居自治公民館、遠野市側は達曽部地区センターに避難することになるが、相互の市民の
避難状況を円滑に把握するため、連絡体制の確認と実際の災害時を想定した相互の情報伝達訓練を実施
する。

○想定対象者数（長崎地区）
花巻市 ：18人
遠野市 ：11人
旅行者等：1人
合計 ：30人

【全体】 事業費 （ 内負担金 内県補助金）
・花巻市： 11,448千円 （ 303千円 7,427千円）
・遠野市： 12,013千円 （1,500千円 6,995千円）

項 目 事業コード 事業名

事業説明資料

01 02 01 06 124270 花巻・遠野広域連携事業費

花巻・遠野広域連携事業費 事業説明資料

事業手法の詳細３
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○

４ 多様な分野における起業や新事業の展開と新たな産業団地の整備を含めた企業誘致の包括的な推進を通じ
、市内産業の振興を図ります。

人的ネットワークやフットワークを有する民間の方をアドバイザーに起用し、外部の視点から市政全般の課題
解決や活性化を目指すもの。

○総合企画アドバイザー業務 363千円
総合企画アドバイザーによる助言や指導、情報提供、花巻産食材の販路拡大に係る協議・現地調査、企

業誘致に向けた企業訪問やマッチング支援等

総合企画アドバイザー活用・連携事業費

担当課長

事業手法の詳細１

１ 総合企画アドバイザー活動費用及び花巻市産食材のＰＲにかかる経費 282千円
報酬150千円、費用弁償125千円、消耗品費7千円

○ 概要
花巻市総合企画アドバイザーの中村勝彦氏には、㈱あおぞら銀行勤務時に高鉱菓子舗の菓子類や佐藤ぶ
どう園の房ごとの干しぶどうを店舗のノベルティに採用いただいたほか、名古屋市内の飲食店で花巻市産
食材（㈱エーデルワイン、高源精麦㈱）の導入や食材ＰＲに尽力いただくなど、本市の産業振興に寄与い
ただいているもの。
これらの実績に基づき、同氏が有する豊富な人的ネットワークやフットワークを市政の課題解決や活性
化などに協力いただくことを目指し、本事業を平成29年7月から実施しているが、今年度も継続の上、対
応したいもの。

○ 事業概要
① 地方創生
② 農林産物の販路開拓、拡大（6次産業化、農商工連携関連も含む）
③ 市内企業への企業訪問を通じた企業活性化
④ 観光PR
⑤ 企業誘致にかかる情報収集（必要に応じて企業訪問）
⑥ その他

○ これまでの主な事業実績
① 花巻市産食材の導入（ジェイアール東海フードサービス㈱、名古屋駅構内「トラッツィオーネ」）
② 企業誘致パンフレットの更新にかかるデザイナー招聘（㈱モノリス、大阪市）
③ 立地企業懇談会の会場の斡旋（東海圏）
④ 花巻市産食材の導入（ロイヤルガーデンカフェ青山での花巻市産食材フェアの開催）
⑤ 花巻ツアーの開催（「遊クラブ」会員12名の参加による市内見学会を実施）
⑥ 道の駅石鳥谷「南部杜氏伝承館展示館」改修設計業務委託（プロポーザル）への参加企業の紹介
⑦ 豊橋商工信用組合での預金キャンペーンでの市内企業の商品選定
⑧ 豊橋商工信用組合創立70周年の記念品への市内企業の商品選定
⑨ 「岩手県花巻市フェア」における花巻市産商品のPR・販路拡大の取り組み

２ 事業推進に関する打合せ等の経費 81千円
旅費 81千円

14100000 商工観光部 商工労政 久保田 謙一

意見・要望等の状況

主に食品加工業や誘致企業などの市内関係者からは、いっそうの関係構築や販路開拓・拡大に向けた取り組み
を強化いただきたいとの要望があるもの。
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